
 

第
三
回
定
例
会
に
お
け
る
議
案
内
容 

  

平
成
二
一
年
九
月
二
四
日
か
ら
十
月
二
七
日
ま
で
第
三
回

区
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
二
六
億
八
七
七
〇
万
円
に
上
る
一
般
会
計
の
補
正
予

算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
主
な
歳
出
増
の
予
算
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
目
立
つ
の
も
の
と
し
て
は
、
国
の
補
正
予
算
に
連

動
し
て
組
ま
れ
た
、
福
祉
費
の
中
の
子
育
て
支
援
の
特
別
給

付
（
約
七
億
四
九
０
０
万
円
）(

こ
の
給
付
金
は
新
政
府
が

凍
結
を
決
定
し
た
の
で
第
四
回
定
例
本
会
議
で
減
額
補
正
を

す
る
予
定
で
す
。)

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
長
い
不
況
下
で
利

子
補
給
す
べ
き
不
況
業
種
の
認
定
拡
大
が
必
要
に
な
り
、
産

業
振
興
費
の
中
の
関
連
倒
産
防
止
特
別
対
策
助
成
費
（
約
六

億
三
九
五
〇
万
円
）
を
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
化
対
策
の
た
め
、
区
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
、
幼
稚
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対

策
の
た
め
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。 

 
そ
の
ほ
か
の
議
案
と
し
て
、
①
区
立
中
平
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
の
設

置
、
②
区
営
の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
の
新
築
工
事

請
負
契
約
先
、

③
区
立
東
部
地

区
図
書
館
の
新

築
工
事
請
負
契

約

先
、
④

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ
ー
大
小
体
育

室
の
空
調
設
備

工
事
請
負
契
約

先
、
⑤
上
一
色

中
橋
の
架
替
工

事

請

負

契

約

先
、
⑥
新
川
護

岸
耐
震
補
強
工

事
の
請
負
契
約

先 

な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 
  
 第

三
回
定
例
会
期
間
中
、
十
月
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
決
算
特

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
〇
年
度
決
算
の
審
議
を
集
中

し
て
行
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
委
員
会
の
委
員
と
し
て
参
加

し
、
平
成
二
二
年
度
予
算
に
向
け
て
区
議
会
自
民
党
と
し
て
盛

り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
要
望
事
項
を
区
へ
伝
え
ま
し
た
。 

  
[

主
な
要
望
内
容]

抜
粋 

施
策
要
望
の
一
部
で
す
。 

 

総
務
費
と
し
て
。
学
校
改
築
に
関
す
る
入
札
・
契
約
制
度
で

は
公
平
公
正
の
視
点
を
堅
持
し
つ
つ
学
校
改
築
を
地
域
基
幹
産

業
と
捉
え
、
区
内
業
者
に
配
慮
し
た
総
合
評
価
方
式
の
導
入
を

要
望
し
ま
す
。 

 

区
民
生
活
費
と
し
て
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
） 

に
つ
い
て
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
を
は
じ
め
区
内
施
設

に
配
置
し
て
は
い
ま
す
が
お
祭
り
な
ど
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

は
貸
出
制
度
を
つ
く
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
要
望
し
ま
す
。 

 

産
業
振
興
費
に
つ
い
て
。
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

状
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
、
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図

り
、
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
昨
年
十
一
月
か

ら
始
め
た
借
換
融
資
制
度
の
継
続
な
ど
制
度
融
資
の
更
な
る
拡

大
を
要
望
し
ま
す
。 

 

環

境

費
に

つ
い

て
。
区

民
・
事

業

者
・
行
政
が
環
境
問

題
に
関
す
る
危
機
感

を
共
有
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
は

じ
め
と
し
て
環
境
問

題
を
喫
緊
の
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
具
体

的
な
二
酸
化
炭
素
削

減
目

標

を
目

指
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
助

成
制
度
を
新
設
す
る

な
ど
、
自
治
体
と
し

て
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
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総務費 新型インフルエンザ対策消耗品の購入 など    38,358 

区民生活費 篠崎地区児童図書館建設費 など   151,455 

福祉費 子育て応援特別手当給付事業費 など   751,659 

健康費 国民健康保険事業特別会計への繰出金減額 な

ど 
▲ 22,547 

産業振興費 商工活性化事業費 
中小企業振興事業資金・融資関係費 
関連倒産防止特別対策等助成費 など 

  837,332 

土木費 土木計画事務費、交通安全対策費、都市計画道

路整備費 
（緊急雇用創出事業費都補助金対象事業を中心

に） など 

 200,886 

 

教育費 小中学校運営費（各学校におけるテレビの地デ

ジ化対策が中心） など 
638,733 

決算特別委員会の風景 



（
続
き
）
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
に
つ
い
て
で
す

が
、
可
燃
ゴ
ミ
の
増
加
抑
制
の
た
め
に
も
、
良
質
な
廃
プ
ラ
の

集
荷
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、
分
別
の
徹
底
、
区
民
へ
の
周
知

を
再
度
求
め
ま
す
。  

福
祉
費
に
つ
い
て
。
高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
施
設
に
入
り
た

く
て
も
入
れ
な
い
待
機
者
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
更
な
る
拡
充
を
要
望

し
ま
す
。
ま
た
福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
喫
緊
の
課
題
と

し
、
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
今
後
一
層
の
拡
充
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
保
育
施
策
に
関
し
て
は
、
待
機
児
解
消
に
向
け
て

保
育
所
整
備
を
拡
充
す
る
と
も
に
公
平
性
の
観
点
で
保
護
者
の

負
担
軽
減
措
置
を
認
証
保
育
所
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。 

都
市
開
発
費
に
つ
い
て
。
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
共

同
住
宅
の
耐
震
化
つ
い
て
平
成
二
七
年
度
を
目
処
に
九
十
五
％

の
耐
震
化
率
を
達
成
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

土
木
費
に
つ
い
て
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
関
し
て
は
、

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
増
設
し
利
便
性
向
上
さ
せ
、
自
転
車
等
に

広
告
を
掲
載
し
、
維
持
経
費
を
軽
減
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
拡
充
を
要
望
し
ま
す
。 

教
育
費
に
つ
い
て
。
学
力
・
体
力
向
上
は
教
職
員
の
指
導
力

向
上
強
化
を
図
る

と
と
も
に
テ
ス
ト

結
果
を
分
析
・
検

証
す
る
こ
と
で
現

状
を
把
握
し
、
今

後
向
上
に
受
け
て

更
な
る
対
策
を
要

望
し
ま
す
。
携
帯

電
話
普
及
に
伴
う

青
少
年
の
携
帯
電

話
使
用
上
の
ト
ラ

ブ
ル
増
加
に
お
い

て
、
学
校
裏
サ
イ

ト
な
ど
の
監
視
は

専
門
業
者
に
委
託

す
る
な
ど
効
率
的

な
監
視
を
要
望
し

ま
す 

。 

 

暑
い
夏
の
総
選
挙
を
終
え
る 

 

本
年
八
月
三
一
日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
自
民
党
は
各
小
選
挙
区
で
惨
敗
し
、
公
示

前
に
三
〇
〇
あ
っ
た
議
席
が
一
一
九
議
席
（
小
選
挙
区
六
四

議
席
＋
比
例
区
五
五
議
席
）
と
減
少
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
区
中
心
の
東
京
十
六
区
に
お
い
て
も
自
民
党
公
認
の
島
村

宜
伸
候
補
が
落
選
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
暑
い
夏
の
選
挙
期
間
中
に
お
い
て
私
も
島
村
候
補
と

と
も
に
区
内
各
地
域
で
街
頭
演
説
に
同
行
し
、
大
変
厳
し
い

向
か
い
風
を
受
け
る
立
場
を
味
わ
い
ま
し
た
。
こ
こ
三
年

間
、
国
政
に
お
い
て
起
き
た
首
相
交
替
や
大
臣
の
退
任
な
ど

相
次
ぐ
失
態
な
ど
が
、
自
民
党
へ
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
流
れ
は
ま
だ
止
ま
ず
、
先
日
の
十
月
二
五
日
に
行
わ

れ
た
参
議
院
選
挙
の
補
選
に
お
い
て
も
二
区
と
も
自
民
党
は

負
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

結
果
は
謙
虚
に
受
け
止
め
、
不
信
感
を
抱
か
せ
た
こ
と
を

深
く
反
省
し
、
何
が
駄
目
な
の
か
再
度
問
い
か
け
つ
つ
今
後

も
区
政
に
、
更
に
は
都
政
、
国
政
へ
と
真
に
必
要
な
施
策
を

訴
え
て
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。 

 

略歴 

  昭和４２年３月１３日 

  江戸川区一之江生まれ 
 

一之江小学校、松江第五中学校卒業 

東海大学付属浦安高等学校卒業 

東海大学文学部英文科卒業 

平成１２年 社団法人東京青年会議所 理事・政治行政室室長 

平成１５年 江戸川区議会議員初当選(現在２期目) 

現   在 区議会自由民主党 

      文教委員会 委員長 

      街づくり・防災対策特別委員会 委員 

      自由民主党江戸川総支部 事務局長 

             

 

衆院選2009の結果をふまえて  




